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総 括 

 

 令和３年度一般会計は、歳入歳出予算の総額を当初30億6,747万9,000円と定めま

したが、前年度剰余金の財政調整基金及び保健事業等支援基金への積立や前年度国

庫支出金の確定に伴う返還金の補正を行ったため、令和３年度の予算現額としては

歳入歳出ともに41億3,966万2,000円となりました。 

 

歳入については、決算額は前年度比7.1%減の43億3,616万2,434円となりました。 

歳入の主なものは、構成市町村からの負担金23億9,350万4,000円（歳入全体の割

合55.1％）、国からの支出金10億951万6,104円（同23.2％）、前年度繰越金9億3,288

万1,477円（同21.5％）などとなっています。 

 歳出については、決算額は前年度比0.1％減の37億3,455万785円となりました。 

 歳出の主なものは、電算システム関係費が9億8,866万5,905円（歳出全体の割合

26.5％）、財政調整基金費が5億9,536万1,260円（同15.9％）、保健事業等支援基金費

が5億5,248万8,573円（同14.8％）、医療費適正化事業費が4億8,833万2,014円（同

13.1％）、広域連合事業費負担金が3億8,341万7,876円（同10.3％）などとなってい

ます。 

その結果、歳入歳出差引残額は、6億161万1,649円となりました。 

 

令和３年度一般会計歳入歳出決算額の構成割合
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<<歳出の科目別執行内容の主なもの>> 

 

１款 議会費 <100万 4,981円> 

神奈川県後期高齢者医療広域連合議会定例会を２回（令和３年８月、令和４

年３月）開催しました。 

 

２款  総務費  １項 総務管理費 <37億3,336万1,470円> 

○広域連合運営管理費 <1億8,474万7,474円> 

運営協議会（２回）、幹事会（３回）を開催するとともに、広域連合事務局

の運営管理のための経費を支出しました。 

 

○広域連合事業費負担金 <3億8,341万7,876円> 

県内各市からの派遣職員の人件費相当分を、負担金として派遣元各市へ支払

いました。 

 

○保健事業費 <1億8,836万2,267円> 

市町村が行った長寿・健康増進事業等に対し補助金を交付したほか、健康増

進啓発品の作成を行い、市町村窓口で被保険者に配布しました。 

 

○保険料関係事業費 <2,254万6,824円> 

 保険料の賦課を行い、保険料額決定通知書を送付したほか、市町村が新規年

齢到達者に口座振替用紙を発送する際の経費を支出しました。 

 また、市町村が保険料軽減特例縮小等に係る周知・広報に要した費用を支出

しました。 

 

○資格管理事業費 <9,895万1,100円> 

被保険者の資格管理のため、被保険者証の発行を行うとともに、保険料の滞

納者には、短期被保険者証を発行しました。 
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○給付関係事業費 <2億919万4,918円> 

高額療養費、高額介護合算療養費、療養費等の給付事務のための経費を支出

しました。 

 

○医療費適正化事業費 <4億8,833万2,014円> 

レセプトの運用管理、診療報酬明細書点検をはじめ、年々増加する療養給付

費等の適正化を図るため、資格過誤点検、療養費の二次点検、医療と介護の給

付調整のための経費を支出しました。 

 

○電算システム関係費 <9億8,866万5,905円> 

電算処理システム（標準システム）の運用に係る経費を支出しました。 

 

○広報広聴活動関係費 <2,124万2,089円> 

コールセンター業務を委託するとともに、広報紙の発行、制度周知のための

ガイドブック・小冊子の作成を行いました。 

 

○財政調整基金費 <5億9,536万1,260円> 

令和４年度被保険者証一斉更新に係る費用の一部と令和２年度の剰余金及

び運用利子を財政調整基金に積み立てました。 

 

○保健事業等支援基金費 <5億5,248万8,573円> 

令和２年度の剰余金及び運用利子を保健事業等支援基金に積み立てました。 

 

２款 総務費  ３項 監査委員費 <18万4,334円> 

   広域連合の財務に関する事務執行等を監査する財務監査、令和２年度決算等

の審査及び月１回の例月出納検査のための経費を支出しました。 
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 1 議会費

 1 議会費

 2 総務費

 1 総務管理費

（単位：円）

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

翌　年　度
不　用　額

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

1,362,000 1,004,981 0 357,019

 1 議会費  議会運営費 1,362,000 1,004,981 0 357,019

1,362,000 1,004,981 0 357,019

4,128,300,000 3,733,545,804 0 394,754,196

 1 一般管理費  広域連合運営管理費 282,789,000 184,747,474 0 98,041,526

4,127,884,000 3,733,361,470 0 394,522,530
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【広域連合議会の運営に関する経費】

  場所：藤沢商工会館ミナパーク

 (2) 令和4年第1回定例会（令和4年3月28日）　承認3件、予算4件、条例3件、広域計画1件、陳情2件　

  場所：藤沢商工会館ミナパーク

 (1) 議員報酬

 (2) 普通旅費、費用弁償

 (3) 食糧費

 (4) 郵送料

 (5) 会場使用料

 (1) 情報公開・個人情報保護審査会委員報酬（日額16,000円×延5名分）

 (2) 会計年度任用職員報酬

 (3) 共済費

 (4) 普通旅費、費用弁償

 (5) 消耗品費及び光熱水費等

 (6) 電話料、郵送料

 (7) 庁内システム関係委託料

 (8) 事務所借上料

 (9) 庁内器具購入費

 (10) 保険者協議会負担金、各種研修参加費等負担金

 (11) マイナンバーカードの取得促進に係る委託料及び通信運搬費

○広域連合議会を２回開催しました。

事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

 　  議長（１名、日額15,000円）、副議長（１名、日額13,000円）、議員（18名、日額10,000円）

４　主な支出項目

406,000円

111,526円

9,136円

70,531円

１　広域連合議会の開催及び議決案件

 (1) 令和3年第2回定例会（令和3年8月26日）　承認2件、予算1件、決算2件、同意1件、陳情1件

２　議員の定数及び任期

 (1) 広域連合議会議員の定数は20人

 (2) 広域連合議会議員の任期は1年

３　議員の報酬

○広域連合事務局での事務運営をするために、事務室を借り上げ、文書システムの運用や各市町村との
　会議等を行いました。

385,818円

【広域連合の運営に関する経費】

10,884,720円

56,460,754円

14,979,477円

45,704,448円

325,542円

478,314円

１　主な支出項目

304,000円

1,176,753円

664,024円

4,607,773円

72,293,270円
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（単位：円）

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

翌　年　度
不　用　額

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

 広域連合事業費負担金 405,109,000 383,417,876 0 21,691,124

 会計関係費 73,000 51,170 0 21,830
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事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

２　各種会議の開催状況

【広域連合職員の人件費に関する経費】

◎職員構成 ◎組織別職員構成

人 　

人

人

※ 神奈川県からの派遣職員（事務局次長兼総務課長）については派遣元が人件費を負担

【会計事務に関する経費】

 (1) 消耗品費

 (2) 金融機関マルチウェブシステム使用料 26,400円

計 51 総務課 1人 ＿ 2人 7人

企画課 ＿ 2人 2人 8人

１　主な支出項目

24,770円

○広域連合事務局で従事する職員50名の人件費負担金を派遣元各市に支出しました。

(1) 運営協議会の開催　

　県内33市町村の首長で構成される運営協議会を令和3年7月と令和4年2月に開催しました。

(2) 幹事会の開催　

　県内33市町村の後期高齢者医療制度所管課長で構成される幹事会を3回（令和3年7月、11月、令和4年2
月）開催しました。

(3) 情報公開・個人情報保護審査会の開催　

　情報公開・個人情報保護審査会を4回（令和3年6月、8月、11月、令和4年2月）開催し、個人情報を取り
扱う事務の委託などについて、審査しました。

係員

一　般　職 45 事務局長 1人 ＿ ＿ ＿

管　理　職 6 　
事務局長・
事務局次長 課長 係長

○公金の出納事務、審査事務を行うための経費を支出しました。

資格保険料課 ＿ 1人 2人 8人

給付課 ＿ 1人 2人 14人
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（単位：円）

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

翌　年　度
不　用　額

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

 保険料関係事業費 34,279,000 22,546,824 0 11,732,176

 保健事業費 341,990,000 188,362,267 0 153,627,733

 資格管理事業費 119,600,000 98,951,100 0 20,648,900
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事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

【制度の円滑運営、市町村との連絡調整に関する経費】

 (1) 啓発物品作成配布業務委託

 (2) 保健事業実施対象候補者抽出及び医療費等分析業務委託

 (3) 訪問等保健指導業務委託

 (4) 市町村補助金

　　　① 国からの特別調整交付金を財源とする長寿・健康増進事業に対する補助金　

　　　　　19市町

　　　　　 7市村

　　　　　 1市

　　　　　 1市

 (5) 償還金　

　　　① 令和2年度財政調整交付金返還金

【保険料の賦課に関する経費】

 (1) 年齢到達者口座振替用紙郵送料

 (2) 年齢到達者口座振替用紙送付事業委託料

 (3) 市町村補助金

　　　　 28市町

　　　　 20市町

【被保険者の資格管理、被保険者証等の交付に関する経費】

 (1) 臓器提供意思表示欄保護シール・ジェネリックシール作成費（216,000部）

 (2) 被保険者証等の送付に係る郵送料

 (3) 被保険者証等作成封入封緘業務委託料

 (4) 市町村補助金

　　　　 1市

　　　　 1市

      ③ 国からの特別調整交付金を財源とする重複・頻回受診者、重複投薬者等への相談・指導の
　　　　 取組に対する補助金

4,261,000円

3,703,370円

3,245,000円

989,296円

12,746,005円

○後期高齢者医療制度の円滑な運営のために必要な経費や、各市町村との連絡調整に要する経費を支出しました。

１　主な支出項目

175,218,000円

134,928,000円

      ① 国からの特別調整交付金を財源とする保険料軽減特例の見直しに関する広報に対する補助金

2,637,507円

      ② 国からの特別調整交付金を財源とする低栄養防止・重症化予防の取組に対する補助金　

30,776,000円

○後期高齢者医療被保険者の資格管理業務に関する事務に要する経費を支出しました。

１　主な支出項目

○保険料の賦課等に関する事務に要する経費を支出しました。

１　主な支出項目

8,279,284円

3,783,066円

5,785,693円

      ② 国からの特別調整交付金を財源とする新型コロナウイルス感染症流行に伴う保険料減免に
　　　　 関する広報に対する補助金

3,148,186円

      ② 国からの特別調整交付金を財源とする窓口負担２割の施行に向けた準備に伴う経費に対する補助金

　　　④ 国からの特別調整交付金を財源とする保険者インセンティブ評価対象事業等に対する補助金　

5,253,000円

3,562,626円

3,562,626円

2,807,000円

70,838,152円

      ① 国からの特別調整交付金を財源とするマイナンバーカードの取得促進に係る経費に対する補助金

15,000円

1,568,160円

2,792,000円
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（単位：円）

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

翌　年　度
不　用　額

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

 医療費適正化事業費 552,367,000 488,332,014 0 64,034,986

 給付関係事業費 223,480,000 209,194,918 0 14,285,082

 電算システム関係費 995,971,000 988,665,905 0 7,305,095
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事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

【給付に関する経費】

 (1) 消耗品費

 (2) 後期高齢者医療給付支給申請書、発送用封筒作成費等

 (3) 後期高齢者医療給付の支給決定通知等の送付に係る郵送料

 (4) 電算処理システムバッチ帳票作成委託料

 (5) 給付関連入力処理業務委託料

 (6) 給付申請書入力等業務委託料

 (7) 給付関係書類集荷搬送差出業務

 (8) 公費併用の特定疾病療養受療証対象者レセプト情報データ入力等業務委託料

【医療費適正化に関する経費】

 (1) 消耗品費等

 (2) 医療費通知等の送付に係る郵送料

 (3) 保険者レセプト管理システム運用業務委託料

 (4) レセプト及び療養費支給申請書の点検等業務委託料

 (6) 医療費通知作成等業務委託料

 (7) 不当利得求償業務委託料

 (8) 第三者行為損害賠償請求事務委託料

 (9) 後発医薬品利用通知作成等業務委託料 （発送数　43,561通　(年1回)）

【電算処理システムに関する経費】

 (1) 電算処理システム関係消耗品費等

 (2) 電算処理システム運用及び関連業務委託料

 (3) 標準システムネットワーク維持管理業務委託料

 (4) 標準システムサーバー機等賃貸借

 (5) 次期標準システムセキュリティシステム構築業務委託料

○電算処理システム（標準システム）の運用に要する経費を支出しました。

44,360,663円

901,531円

１　主な支出項目

365,124円

450,953,800円

96,370,560円

53,900,220円

43,746,607円

9,570,000円

20,474,674円 （発送数　1回目1,135,588通 2回目997,301通 (年2回)）

11,770,000円

○レセプトの運用管理、診療報酬明細書点検をはじめ、年々増加する療養給付費等の適正化を図るため、
　資格過誤点検、療養費の二次点検、医療と介護の給付調整のための経費を支出しました。

１　主な支出項目

86,287円

176,135,185円

 (5) 診療報酬明細書点検業務委託料（点検件数35,836,982件）

159,382,000円

334,433円

78,619,192円

183,819,394円

395,450円

1,044,434円

53,155,414円

43,560,000円

○高額療養費、高額介護合算療養費、療養費等の支給に要する経費を支出しました。

１　主な支出項目

85,894円

32,000,101円
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（単位：円）

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

翌　年　度
不　用　額

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

 2 選挙費

 広報広聴活動関係費 24,375,000 21,242,089 0 3,132,911

 3 保健事業等支援  保健事業等支援基金費 552,489,000 552,488,573 0 427

 2 財政調整基金費  財政調整基金費 595,362,000 595,361,260 0 740

　 基金費

 1 選挙管理委員会費  選挙管理運営費 62,000 0 0 62,000

62,000 0 0 62,000

16



事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

【制度の広報広聴に関する経費】

 (1) 広報紙作成費（1,260,000部）

 (2) 後期高齢者医療制度ガイドブック作成費（26,600部）

 (3) 小冊子作成費（102,500部）

 (4) 郵送料等

 (5) コールセンター業務委託料 （年間問い合わせ件数34,884件）

【財政調整基金への積立金】

 (1) 令和2年度剰余金

 (2) 令和4年度被保険者証一斉更新に係る財政調整基金積立金

 (3) 運用収入

【保健事業等支援基金への積立金】

 (1) 令和2年度剰余金

 (2) 運用収入

【選挙管理委員会の運営に関する経費】

376,864,606円

23,654円

○前年度剰余金及び基金運用による利子を保健事業等支援基金に積み立てました。

１　主な支出項目

34,328円

552,454,245円

１　主な支出項目

○前年度剰余金及び令和4年度被保険者証一斉更新に係る費用の積立金、基金運用による利子を財政調整基
　金に積み立てました。

１　主な支出項目

65,196円

747,593円

12,393,312円

1,275,175円

4,114,000円

218,473,000円

○後期高齢者医療制度について広く周知するため、各種冊子（ガイドブック、小冊子、広報紙）を発行する
　とともに、被保険者の意見を広く聴取するため、登録モニター及び入電者に対するアンケートを実施しま
　した。また、効率的な電話対応を行うためのコールセンター業務に要する経費を支出しました。

17



（単位：円）

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

翌　年　度
不　用　額

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

 3 監査委員費

 3 予備費

354,000 184,334 0 169,666

 1 監査委員費  監査委員費 354,000 184,334 0 169,666

10,000,000 0 0 10,000,000

 1 予備費  予備費 10,000,000 0 0 10,000,000

 1 予備費 10,000,000 0 0 10,000,000

合 計 4,139,662,000 3,734,550,785 0 405,111,215

18



事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

【監査の実施に関する経費】

 (1) 決算審査及び基金運用審査(令和2年度分)

  期日：令和3年7月21日

  期日：令和4年1月25日

  期日：毎月25日前後（12回開催）

 (2) 普通旅費、費用弁償

【予算外又は予算超過の支出に充てるための経費】

○毎月１回の監査委員定例会（決算審査、財務監査を含む。）を開催しました。

１　監査の実施状況

176,000円

7,350円

 (2) 財務監査(令和2年度下期分、令和3年度上期分)

 (3) 例月出納検査

２　主な支出項目

 (1) 委員報酬（代表監査委員：１名、日額7,000円　監査委員：１名、日額6,000円）
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＜  後期高齢者医療特別会計  ＞ 
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総 括 

 

令和３年度後期高齢者医療特別会計は、歳入歳出予算の総額を当初9,854億9,999

万 5,000円と定めましたが、前年度剰余金の療養給付費等支払準備基金への積立や

国庫支出金等の確定に伴う返還金の補正等を行ったため、令和３年度の予算現額と

しては歳入歳出ともに1兆127億 5,773万 2,000円となりました。 

 

歳入については、市町村負担金が前年度と比べて 0.3％減少したものの、今後精

算または返還が行われる国庫支出金、県支出金、支払基金交付金が、決算時におい

て前年度比 4.0％増加していることなどから、決算額は前年度比 6.1％増の 1 兆 83

億 7,223万 6,887円となりました。 

歳入の主なものは、支払基金交付金4,070億 8,253万 1,000円（歳入全体の割合

40.4％）、国庫支出金2,836億 2,463万 7,811円（同28.1％）、市町村支出金1,961

億 7,593万 1,724円（同19.5％）、県支出金762億 5,127万 6,000円（同7.5％）

などとなっています。 

歳出については、療養給付費が前年度と比べて 5.8％増加したことから、決算額

は前年度比8.4％増の9,872億 5,603万 4,584円となりました。 

歳出の主なものは、保険給付費の9,463億4,719万1,861円で、歳出全体の95.9％

を占めています。 

その結果、歳入歳出差引残額は211億 1,620万 2,303円となりました。 

 

令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算額の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23



≪歳出の科目別執行内容の主なもの≫ 

１款 保険給付費 <9,463億 4,719万 1,861円> 

被保険者が受診した医療機関等に支払う医療費等として、療養給付費8,850 

億4,020万5,999円、療養費等128億9,471万5,049円、高額療養費419億5,035

万 856円、高額介護合算療養費12億 8,045万 4,709円、審査支払手数料22億

75 万 6,540 円、葬祭費29億 7,855 万円、傷病手当金215 万 8,708 円を支出し

ました。 

 

２款 特別高額医療費共同事業拠出金 <5億 3,845万 1,051円> 

１件400万円を超える医療費については、全国の広域連合が共同でその医療

費の一部を負担する事業を実施しており、指定法人である国民健康保険中央会

へ拠出金５億3,845万 1,051円を支出しました。 

 

３款 保健事業費 <31億 5,514万 3,199円> 

市町村が実施した健康診査事業に対し、補助金を交付したほか、歯科健康診

査事業の実施、一体的実施事業等により、31億 5,514万 3,199円を支出しまし

た。 

 

６款 諸支出金 <254億 4,965万 5,184円> 

   保険料還付金、国庫支出金及び県支出金の償還金等として、254 億 4,965 万

5,184円を支出しました。 
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 1 保険給付費

 1 保険給付費

 2 特別高額医療費共同事業拠出金

1

1

257,661,460

2,251,130,951

49,550,144

23,970,761,139

23,537,834,387

173,000,0000

 2 審査支払手数料  審査支払手数料 2,458,418,000 2,200,756,540

 3 葬祭費  葬祭費 3,151,550,000 2,978,550,000

0

1,280,454,7091,447,055,000

内
　
　
訳

 療養給付費 906,110,759,000

0

 高額介護合算療養費

翌　年　度

885,040,205,999 0

款 ・ 項 ・ 目 繰　越　額

970,317,953,000 946,347,191,861

 1 療養給付費等  療養給付費等

科　　　　　目
事　業　名 予 算 現 額 支 出 済 額

970,317,953,000 946,347,191,861

166,600,291

21,070,553,001

964,703,561,000 941,165,726,613

 療養費等 15,145,846,000 12,894,715,049

41,950,350,856 高額療養費 41,999,901,000

不　用　額

0

0

0 23,970,761,139

0

0

（単位：円）

特別高額医療費共同事業拠出金

538,452,000 538,451,051 0 949

538,452,000 538,451,051 0 949

538,451,051 0 949特別高額医療費共同

 4 傷病手当金  傷病手当金 4,424,000

事業拠出金  事業拠出金

 特別高額医療費共同 538,452,000

2,158,708 0 2,265,292
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【療養給付費等】 ※括弧内は令和２年度実績

 (1) 療養給付費

 (2) 療養費等

 (3) 高額療養費

 (4) 高額介護合算療養費

【審査支払手数料】

 (1) 審査支払手数料

【葬祭費】

 (1) 葬祭費

【傷病手当金】

 (1) 傷病手当金

【特別高額医療費共同事業拠出金】

令和３年度平均被保険者数　

885,040,205,999 円

(1,158,697 人)

（836,886,311,330 円）

809,251 件 （12,139,505,922 円）（771,835 件）

（82,500 件）

　被保険者が柔道整復師、はり・きゅう・マッサージ師の施術を受けた場合で、受領委任に同意したと
き、施術所等に対して自己負担分を除いた費用を支払います。（現物給付）
　また、被保険者が急病など緊急その他やむを得ない事情で保険証を持参できなかったときなどに、医療
費の全額を保険医療機関等で支払った後、申請し、広域連合から認められた場合には、被保険者に対し
て、自己負担分を除いた額を支払います。（現金給付）

1,819,835 件 41,950,350,856 円

○被保険者の疾病、負傷に係る給付を行いました。

事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

　同一世帯の被保険者において、医療保険の負担と介護保険の負担の両方が発生している場合で、年間の
医療と介護の自己負担額を合算して基準額を超えた場合に、その超えた分を還付金として支払います。
（現金給付）

59,571 件

　1カ月（同じ月内）の医療費の自己負担が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分を、後から被
保険者に対して支払います。また、自己負担が同一月・同一医療機関において自己負担限度額を超えたと
きは、現物給付されます。（現金・現物給付）

○療養給付費の審査支払事務に要する手数料を支出しました。

（1,919,241,330 円）

79,123 件

（55,947 件） （2,797,350,000 円）

○１件400万円を超える医療費については、全国の広域連合が共同でその医療費の一部を負担する
  事業を実施しており、指定法人である国民健康保険中央会へ拠出金を支出しました。

○新型コロナウイルス感染症に感染した被用者等に対して、傷病手当金を支給しました。

2,978,550,000 円

（39,024,795,768 円）

12,894,715,049 円

（1,392,848,452 円）

2,158,708 円 （1,366,269円）

（35,015,013 件）

1,280,454,709 円

2,200,756,540 円

（1,749,927 件）

1,176,121 人

　保険医療機関等に対して、療養の給付（診察、薬剤・治療材料の支給、治療、看護等）、入院時食事療
養費、入院時生活療養費、訪問看護療養費などの自己負担分を除いた費用を支払います。（現物給付）

48 件 （18 件）

○被保険者の死亡に際して、その葬祭を行った方に、申請により葬祭費として5万円の支給を行いました。

36,687,339 件
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 3 保健事業費

 1 健康保持増進事業費

 4 基金積立金

 1 基金積立金

1

 5 公債費

 1 利子

一体的実施事業委託料

0 0

 1 利子 0

0

96,711

1,000,0000

 利子

1,000,000

0 1,000,000

1,000,000

767,170

11,765,690,000

1,000,000

2,942,432,658 0

1,000,000

755,437,000

0

翌　年　度

10,991,745

3,664,282,000健康診査事業補助金

委託料

37,458,000

5,795,8306,563,000

款 ・ 項 ・ 目

科　　　　　目

 1 健康診査事業費

歯科健康診査事業

4,464,914,000

歯科健康診査事業

3,155,143,199

予 算 現 額

242,306

26,466,255 0

事　業　名 支 出 済 額

0

931,694

印刷製本費

3,155,143,199

歯科健康診査事業 1,174,000

4,464,914,000

通信運搬費

不　用　額

0

0

0 1,309,770,801

繰　越　額

0 2 一体的実施事業費

（単位：円）

721,849,342

1,309,770,801

179,516,762 575,920,238

96,711

11,765,690,000 11,765,593,289 0 96,711

11,765,593,289

11,765,593,289 0

準備基金積立金  準備基金積立金

療養給付費等支払  療養給付費等支払 11,765,690,000
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【健康診査事業費】

（歯科健康診査事業）

(1) 歯科健康診査事業印刷製本費

　歯科健康診査帳票及び歯科健康診査実施要領の印刷費

(2) 歯科健康診査事業通信運搬費

　歯科健康診査受診案内状等の郵送料

(3) 歯科健康診査事業委託料

　歯科健康診査案内状等作成業務及び歯科健康診査業務の委託費

　　＜参考＞受診実績

（健康診査事業）

○市町村が行った健康診査事業に対して、健康診査事業補助金を交付しました。

(4) 健康診査事業補助金

　　＜参考＞受診実績

（集団検診） （個別健診）

（一体的実施事業）

 　　＜参考＞ 取崩額 （令和３年度特別会計「繰入金」として歳入）

【一時借入を実施した場合の利子】

【療養給付費等支払準備基金積立金】

○療養給付費等の年度間変動に対応し、当該支払いに充てるため、剰余金を基金に積み立てました。

 (1) 積立額 11,765,593,289 円

4,209,730,000 円

事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明

277,510 人

74,208 人

4,039 人

受診率

受診者数 280,487 人

○前年度で満75歳に達した被保険者の方を対象に、歯科健康診査事業を実施しました。

931,694 円

5,795,830 円

26,466,255 円

健診対象者数

受診者数

受診率

24.07 ％

2,977 人

5.44 ％

2,942,432,658 円

健診対象者数 1,165,331 人

○市町村に高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業を委託しました。

(1) 実施市町村数 18市町 179,516,762 円
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 6 諸支出金 0

 1 償還金及び還付加算金 0

1 0

繰　越　額
予 算 現 額

科　　　　　目

款 ・ 項 ・ 目

償還金及び還付加算金

25,669,723,000

220,067,816

25,449,655,184

25,669,723,000 25,449,655,184

事　業　名 支 出 済 額
翌　年　度

不　用　額

220,067,816

合 計 1,012,757,732,000 987,256,034,584 0

  償還金及び還付加算金 25,669,723,000 25,449,655,184 220,067,816

25,501,697,416

（単位：円）
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【償還金及び還付加算金】

(1)  保険料還付金

(2)  還付加算金

(3)  後期高齢者医療給付費等国庫負担金返還金

(4)  後期高齢者医療財政調整交付金返還金

(5)  高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金返還金

(6)  後期高齢者医療災害臨時特例補助金返還金

(7)  後期高齢者交付金返還金

(8)  保険給付費過誤納付返還金

8,492,000 円

1,459,646 円

382,300 円

20,177,101,302 円

212,064,224 円

4,917,058,987 円

132,996,374 円

100,351 円

○保険料還付金、国庫支出金及び県支出金の返還金等を支出しました。

事 務 事 業 実 績 効 果 等 の 説 明
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＜  参 考 資 料  ＞ 
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神奈川県及び全国の後期高齢者医療被保険者数及び人口等の推移 （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (出典等) 

県人口（年度平均）：『神奈川県人口統計調査』をもとに算出 

全国被保険者数（年度平均）：『後期高齢者医療毎月事業状況報告』 

全国人口（年度平均）：『人口推計』をもとに算出 

 

神奈川県の後期高齢者医療被保険者数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

県人口（年度平均） 9,160,054 9,178,458 9,198,247 9,227,260 9,226,789

県被保険者数（年度平均） 1,042,225 1,088,568 1,133,801 1,158,697 1,176,121

県人口に占める割合 11.38% 11.86% 12.33% 12.56% 12.75%

全国人口（年度平均） 126,689,861 126,427,082 126,143,945 126,161,186 125,524,747

全国被保険者数（年度平均） 16,963,330 17,415,926 17,871,720 18,067,641 －

全国人口に占める割合 13.39% 13.78% 14.17% 14.32% －
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神奈川県及び全国の後期高齢者医療制度の一人当たり医療費の推移 （単位：円） 

 

 

 

 

 

 (出典等) 

全国：『後期高齢者医療事業状況報告』（令和３年度の全国の一人当たり医療費データは未発表） 

一人当たり医療費は、歳出額から歳入額（第三者求償、医療機関からの返還金等）を控除した医療費

を被保険者数で除したもの。 

 

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

神奈川県 870,070 868,840 881,974 839,398 874,501

全国 944,561 943,082 954,369 917,124 －
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